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三陸鉄道
　大船渡市の盛駅から久慈駅まで、163㌔を走る三陸鉄道。「三

さんてつ

鉄」
の愛称で親しまれ、地域の足や観光資源として活躍しています。
　平成 23 年３月 11 日に発生した、東日本大震災で三鉄は壊滅的な
被害を受けましたが、わずか５日後に、野田～久慈間で運行を再開。
被災地を走る三鉄の姿は、多くの人を勇気付けました。
　今回は、三陸鉄道の歴史や復興の道のりについて、紹介します。

（写真提供：三陸鉄道株式会社）

ジモト学の
　　　ススメ
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三
陸
鉄
道
が
開
通
す
る
ま
で

に
は
、
と
て
も
長
い
月
日
が
か

か
り
ま
し
た
。
そ
の
始
ま
り
は

明
治
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
岩
手
県
の
本
格
的
な
鉄
道

の
建
設
は
、
東
京
都
と
青
森
県

を
結
ぶ
線
路
の
建
設
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
明
治
23
年
に
盛
岡

ま
で
の
線
路
が
完
成
。
翌
年
の

明
治
24
年
に
は
青
森
ま
で
達
し

ま
し
た
。

　
三
陸
沿
岸
へ
の
鉄
道
建
設
が

強
く
望
ま
れ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
明
治
29
年
に
発

生
し
た
明
治
三
陸
大
津
波
。
復

興
や
沿
岸
地
域
の
開
発
な
ど
を

理
由
に
、
同
年
７
月
、
白
根
専

一
逓て

い
し
ん信

大
臣（
※
）に
三
陸
鉄
道

創
立
申
請
書
を
提
出
し
て
い
ま

す
。
当
時
の
計
画
は
、
石
巻
か

ら
宮
古
ま
で
達
す
る
計
画
で

し
た
。
こ
れ
が「
三
陸
鉄
道
」と

い
う
名
前
が
初
め
て
歴
史
に
表

れ
た
と
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
三
陸
鉄
道
株
式
会
社
と

直
接
の
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
、
明
治
、
大
正
、
昭

和
と
時
代
は
進
み
、
戦
後
に
は
、

岩
手
県
沿
岸
の
鉄
道
は
、
盛
～

釜
石
、
宮
古
～
久
慈
を
除
き
完

成
。
こ
の
２
路
線
は
ル
ー
ト
設

定
の
対
立
な
ど
で
時
間
が
か
か

り
、
昭
和
36
年
に
よ
う
や
く
建

設
に
向
け
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
２
路
線
が
完
成
す
る
と
、
宮

城
県
石
巻
市
の
前
谷
地
駅
か
ら

八
戸
ま
で
、
鉄
道
で
直
結
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ル
ー
ト

は
「
三
陸
縦
貫
鉄
道
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
に
は
、
普
代
～
久

慈
間
の
工
事
が
始
ま
り
、
そ
の

後
も
順
次
区
間
ご
と
の
工
事
が

開
始
。
完
成
し
た
区
間
か
ら
部

分
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
45

年
３
月
に
盛
～
綾
里
の
盛
線
が

開
業
。
盛
線
は
昭
和
48
年
に
は
、

吉
浜
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

北
側
の
路
線
は
昭
和
47
年
２
月

に
、
宮
古
～
田
老
の
宮
古
線
が

開
業
。
昭
和
50
年
に
は
普
代
～

久
慈
が
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
）
逓
信
省
…
内
閣
創
設
時

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
行

政
機
構
改
革
で
統
合
さ
れ
る
ま

で
、
交
通
・
通
信
・
電
気
を
幅

広
く
管
轄
し
た
中
央
省
庁
。
現

在
の
総
務
省
、
日
本
郵
政
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
の
前
身
。

　

　　　
順
調
に
整
備
さ
れ
て
き
た
三

陸
縦
貫
鉄
道
で
し
た
が
、
も
う

す
ぐ
全
線
開
通
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
日
本
国
有
鉄
道
（
現
在
の

Ｊ
Ｒ
）
の
経
営
状
況
が
悪
化
。

経
営
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
赤
字
の
路
線
廃
止
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
盛
、
宮
古
、
久

慈
の
３
路
線
は
、
廃
止
路
線
に

選
ば
れ
、
国
鉄
が
運
営
す
る
路

線
と
し
て
存
続
が
困
難
と
な
り
、

県
と
関
係
市
町
村
に
よ
る
協
議

の
結
果
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
会

社
を
設
立
し
、
鉄
道
を
継
続
す

る
方
針
を
固
め
ま
し
た
。
こ
う

し
て
昭
和
56
年
11
月
に
三
陸
鉄

道
㈱
は
発
足
。
昭
和
57
年
に
は

未
開
通
区
間
の
工
事
が
再
開
さ

れ
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年
に
は

新
卒
を
中
心
に
社
員
を
採
用
。

同
年
12
月
に
は
普
代
～
久
慈
間

で
試
運
転
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
昭
和
59
年
４
月
１
日
、
盛
～

釜
石
を
つ
な
ぐ
南
リ
ア
ス
線

（
36
・
６
㌔
）、
宮
古
～
久
慈
を

つ
な
ぐ
北
リ
ア
ス
線
（
71
・
０

㌔
）
が
開
通
し
、
三
陸
鉄
道
は

全
国
の
注
目
を
集
め
て
開
業
し

ま
し
た
。

　
初
日
は
久
慈
、
宮
古
、
釜
石
、

盛
の
各
駅
で
出
発
式
が
開
か
れ
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
乗
客
で
大

混
雑
。
１
日
で
約
１
万
３
千
人

が
乗
車
し
、
１
千
万
円
を
超
え

る
収
入
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
取
材
ヘ
リ
が
飛
び
交
い
、

全
国
に
三
陸
鉄
道
の
開
業
を
生

中
継
。
日
本
中
の
目
が
、
三
陸

鉄
道
に
集
中
し
ま
し
た
。

久
く じ

慈駅

陸
りくちゅううべ

中宇部駅

陸
りくちゅうのだ

中野田駅

十
と ふ が う ら か い が ん

府ヶ浦海岸駅

野
の だ た ま が わ

田玉川駅

堀
ほりない

内駅

白
しらいかいがん

井海岸駅

普
ふ だ い

代駅

田
た の は た

野畑駅

島
しまのこし

越駅

岩
いわいずみおもと

泉小本駅

摂
せったい

待駅

新
し ん た ろ う

田老駅

佐
さ ば ね

羽根駅

一
いちのわたり

の渡駅

山
やまぐちだんち

口団地駅

宮
み や こ

古駅

磯
そ け い

鶏駅

八
や ぎ さ わ

木沢・宮
みやこたんだい

古短大駅

津
つ が る い し

軽石駅

田
た ろ う

老駅
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三
陸
鉄
道

　
開
通
ま
で
の
道
の
り

悲
願
の
全
線
開
通

三
陸
鉄
道
㈱
が
発
足

５ ４

昭和59年４月１日に久慈駅を出発する一番列車宮古駅開業式典の様子

久慈駅出発セレモニーの様子

旧 

北
リ
ア
ス
線
区
間



払
はらいがわ

川駅

豊
と よ ま ね

間根駅

陸
りくちゅうやまだ

中山田駅

織
おりかさ

笠駅

岩
いわてふなこし

手船越駅

浪
なみいたかいがん

板海岸駅

吉
き り き り

里吉里駅

大
おおつち

槌駅

鵜
う の す ま い

住居駅

両
りょういし

石駅

釜
かまいし

石駅

平
へ い た

田駅

唐
と う に

丹駅

三
さんりく

陸駅

甫
ほ れ い

嶺駅

恋
こ い し は ま

し浜駅

綾
りょうり

里駅

陸
りくぜんあかさき

前赤崎駅

盛
さかり

駅

吉
よしはま

浜駅

　　
開
業
し
た
三
陸
鉄
道
は
、
好

調
な
営
業
状
態
で
し
た
。
昭
和

59
年
に
は
北
リ
ア
ス
線
に
新
駅

の
白
井
海
岸
駅
が
開
業
。
翌
昭

和
60
年
に
は
、
南
リ
ア
ス
線
に

小
石
浜
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。

　
元
日
に
車
両
か
ら
朝
日
を
見

る
「
初
日
の
出
号
」
は
、
昭
和

61
年
に
初
運
転
。
現
在
も
続
く

人
気
の
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
代
村
の
旅
館
清
雅
荘
が
弁
当

の
車
内
販
売
を
始
め
た
の
も
こ

の
頃
で
、
現
在
は
久
慈
駅
構
内

で
販
売
す
る
「
う
に
弁
当
」
と

し
て
、
こ
ち
ら
も
今
で
も
続
く

人
気
商
品
で
す
。

　

昭
和
62
年
ご
ろ
に
な
る
と
、

国
鉄
が
運
営
す
る
山
田
線
の
釜

石
～
宮
古
間
を
三
陸
鉄
道
に
移

管
す
る
、
一
貫
経
営
が
現
実
味

を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
鉄
が
民
営
化
し
、
Ｊ
Ｒ
へ
移

行
す
る
中
で
、
経
営
移
管
を
否

定
。
一
貫
経
営
が
実
現
に
至
る

の
は
、
30
年
以
上
も
後
の
こ
と

に
な
り
ま
す
。
同
年
に
は
関
連

事
業
と
し
て
、
旅
行
代
理
店
の

「
三
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
」
が
開

業
し
、
地
域
と
よ
り
密
着
し
た

営
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
車

両
も「
三
陸
パ
ノ
ラ
マ
号
」「
く

ろ
し
お
号
」「
お
や
し
お
号
」

な
ど
が
追
加
。
鉄
道
フ
ァ
ン
の

人
気
を
博
し
ま
し
た
。

　
平
成
６
年
、
開
業
か
ら
10
年

を
迎
え
る
節
目
の
年
に
、
三
陸

鉄
道
に
危
機
が
訪
れ
ま
す
。
２

月
22
日
、
低
気
圧
通
過
に
よ
る

強
風
が
、
沿
岸
に
吹
き
荒
れ
て

い
ま
し
た
。
南
リ
ア
ス
線
の
小

石
浜（
現 

恋
し
浜
）～
甫
嶺
間

の
橋
を
走
行
中
の
車
両
が
、
強

風
を
受
け
脱
線
転
覆
し
、
線
路

脇
の
水
田
に
転
落
。
事
故
後
に

は
、
風
速
計
や
特
殊
信
号
機
が

取
り
付
け
ら
れ
、
風
速
規
制
を

強
化
し
、
再
発
防
止
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
開
業
以
来
初
め
て
の

赤
字
に
な
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
、

厳
し
い
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　　
そ
の
後
は
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列

車
の
運
行
、
車
両
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

な
ど
、
乗
客
の
増
加
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
平
成
13
年
に
は
佐
々
木

広
美
さ
ん
が
運
転
士
と
し
て
乗

務
を
開
始
。
岩
手
初
の
女
性
運

転
士
と
し
て
、
全
国
的
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
に
は
、
お
座
敷
列

車
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。「
こ

た
つ
列
車
」
の
運
転
が
行
わ
れ

大
好
評
。
人
気
の
企
画
列
車
の

一
つ
と
し
て
、
今
も
な
お
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
に
は
25
周
年
を
迎

え
、
老
朽
化
し
て
い
た
車
両
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
経
営
状
況
は
厳
し
い
状
況

が
続
き
、
経
費
削
減
の
た
め
、

Ｊ
Ｒ
車
両
の
定
期
直
通
運
転
が

終
了
す
る
な
ど
、
各
種
施
策
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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好
調
な
営
業
状
況

地
域
密
着
の

　

鉄
道
と
し
て

　

地
域
の
交
通
手
段
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
、

開
業
し
た
三
陸
鉄
道
。
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

厳
し
い
10
周
年

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
実
施

７ ６

白井海岸駅～普代駅 宮古駅「久慈ありす」ヘッドマーク付車両

島の越駅付近

堀内駅～野田玉川

摂待駅～小本駅

久慈駅構内で販売される「うに弁当」一の渡駅周辺冬の風物詩「こたつ列車」

旧 

南
リ
ア
ス
線
区
間



津
波
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
箇

所
を
歩
い
て
、
状
況
把
握
に
努

め
ま
し
た
。
災
害
対
策
本
部
と

な
っ
て
い
た
宮
古
駅
に
停
車
す

る
電
車
の
中
で
、
望
月
社
長
は

「
落
ち
込
ん
で
い
る
暇
は
な
い
。

で
き
る
所
か
ら
、
一
刻
も
早
く

列
車
を
走
ら
せ
る
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。

　
施
設
の
点
検
・
復
旧
や
余
震

の
可
能
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、
社
員

や
関
係
者
の
懸
命
の
作
業
に
よ

り
、
安
全
を
確
認
。
発
災
か
ら

わ
ず
か
5
日
後
の
３
月
16
日
、

久
慈
～
陸
中
野
田
間
の
運
行
を

再
開
し
ま
し
た
。
20
日
に
は
宮

古
～
田
老
間
、
29
日
に
は
田
老

～
小
本
間（
現 

岩
泉
小
本
）も

運
行
を
再
開
。
３
月
中
は
無
料

で
運
行
さ
れ
、
被
災
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
陸
鉄
道
の
運
行
再
開
は
、

復
興
の
象
徴
と
し
て
、
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
・

世
界
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
６
月
に
は
、

自
衛
隊
が
南
リ
ア
ス
線
の
が
れ

き
撤
去
を
実
施
。
ク
ウ
ェ
ー
ト

国
か
ら
も
大
き
な
支
援
が
寄
せ

ら
れ
、
新
車
両
購
入
や
駅
の
復

旧
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
地
域

住
民
も
駅
舎
の
清
掃
や
草
取
り
、

ペ
ン
キ
塗
り
、
除
雪
な
ど
を
行

い
、
三
陸
鉄
道
の
復
活
を
応
援

し
ま
し
た
。

　
国
の
支
援
も
決
定
し
、
11
月

３
日
に
は
、
田
野
畑
～
陸
中
野

田
間
の
復
旧
工
事
の
起
工
式
を

挙
行
。
平
成
24
年
４
月
に
は
、

同
区
間
の
運
転
が
再
開
さ
れ
、

被
害
が
大
き
か
っ
た
南
リ
ア
ス

線
も
平
成
25
年
４
月
に
盛
～
吉

浜
間
が
運
転
再
開
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
４
月
６
日
、
三
陸

鉄
道
は
約
３
年
１
カ
月
ぶ
り
に

全
線
開
通
。
当
日
、
久
慈
駅
に

は
多
く
の
市
民
や
鉄
道
フ
ァ
ン

が
訪
れ
、
万
歳
三
唱
で
運
行
再

開
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

被
災
か
ら

奇
跡
の
復
活

　

東
日
本
大
震
災
で
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
三
陸
鉄
道
。
わ
ず
か

５
日
後
に
、
久
慈
～
陸
中
野
田
間
の
運
行
を
再
開
し
、
被
災
地
の
住

民
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。
復
興
の
象
徴
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
受
け
、
全
線
開
通
と
奇
跡
の
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。

ジモト学のススメ　三陸鉄道

９ ８

線路にがれきが散乱する田老駅周辺
（平成23年３月13日撮影）

橋が崩落し線路が分断された島越駅周辺
（平成23年４月23日撮影）

トンネルまで続く線路が分断された島越駅周辺
（平成23年３月13日撮影）

運行を再開し、住民に希望を与えた三陸鉄道
（田老駅周辺：平成23年４月23日撮影）

平
成
23
年
３
月
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
く
三
陸
鉄

道
に
最
大
の
試
練
が
訪
れ
ま
す
。

　

3
月
11
日
14
時
46
分
ご
ろ
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
最
大

震
度
6
弱
の
揺
れ
と
津
波
に
よ

り
、
三
陸
鉄
道
は
壊
滅
的
と

も
い
え
る
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
幸
い
乗
員
・
乗
客
に
被
害

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
橋
や
駅

施
設
の
流
失
な
ど
、
被
害
箇
所

は
３
１
７
カ
所
。
発
災
当
初
は
、

被
害
情
報
が
分
か
ら
ず
、
望
月

正
彦
前
社
長
が
社
員
と
一
緒
に
、



石
〜
宮
古
間
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

よ
る
復
旧
工
事
を
終
え
、
三
陸

鉄
道
に
移
管
。
南
北
リ
ア
ス
線

と
旧
山
田
線
は
統
合
さ
れ
て
リ

ア
ス
線
と
な
り
「
三
陸
縦
貫
鉄

道
」
盛
〜
久
慈
間
１
６
３
㌔
が

一
つ
の
路
線
と
し
て
再
び
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

開
通
後
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
、
多

く
の
乗
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
９
月
に
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
が
、
釜
石

鵜う
の
す
ま
い

住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
、
大
勢
の
観
客
が
三
鉄

に
乗
車
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
全
線

復
活
を
遂
げ
る
、
約
１
年
前
、

三
陸
鉄
道
に
大
き
な
転
機
が
訪

れ
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
の
放
映

開
始
。
劇
中
に
登
場
す
る
北
鉄

は
、
三
陸
鉄
道
が
モ
デ
ル
と
い

わ
れ
、
全
国
か
ら
観
光
客
が
訪

れ
、
三
陸
鉄
道
の
名
前
は
、
さ

ら
に
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。　

　　
平
成
31
年
3
月
、
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
Ｊ
Ｒ
山
田
線
釜

リ
ア
ス
線
開
通
と

　
台
風
災
害
か
ら
の
復
活

　

平
成
31
年
３
月
、
盛
～
久
慈
間
１
６
３
㌔
が
つ
な
が
る
リ
ア
ス
線
が
開
通
。
追
い
風

が
吹
く
三
鉄
に
、
台
風
19
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
が
襲
い
掛
か
り
ま
し
た
。
再
び
の
運
休

か
ら
、
立
ち
上
が
っ
た
三
鉄
の
歩
み
と
、
現
在
の
三
鉄
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
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あ
ま
ち
ゃ
ん
放
映

リ
ア
ス
線
開
通

　　　　
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
2
試
合
目
が
予
定

さ
れ
て
い
た
10
月
13
日
、
台
風

19
号
が
東
日
本
全
土
を
襲
い
ま

し
た
。
試
合
は
中
止
さ
れ
、
三

陸
鉄
道
も
線
路
の
路
盤
流
出
な

ど
合
わ
せ
て
93
カ
所
が
被
災

し
、
全
線
の
7
割
に
当
た
る

１
１
３・
７
㌔
が
不
通
と
な
り

ま
し
た
。
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
、
す
ぐ
に
被
害
状
況
を
調
査
。　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
を

「
復
興
の
火
」
と
し
て
、
列
車

で
宮
古
か
ら
釜
石
ま
で
運
ぶ
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、
何

と
し
て
も
、
そ
れ
に
間
に
合
う

よ
う
に
復
旧
さ
せ
る
と
方
針
を

固
め
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11
月
に
、
津
軽
石

〜
宮
古
間
、
12
月
に
田
老
〜
田

野
畑
間
、
翌
令
和
２
年
1
月
に
、

陸
中
山
田
〜
津
軽
石
間
、
2
月

1
日
に
田
野
畑
〜
普
代
間
、
そ

し
て
3
月
14
日
に
、
普
代
〜
久

慈
間
が
復
旧
。
３
月
20
日
に
は
、

釜
石
〜
陸
中
山
田
間
が
復
旧
し
、

全
線
が
運
行
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
台
風
か
ら
の
復
旧
が
完
了
し

た
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
観
光
を
中
心
に

団
体
客
、
個
人
客
と
も
大
幅
に

減
少
。
年
間
運
賃
収
入
は
平
年

の
約
5
割
減
少
の
見
込
み
で
す
。

　
三
陸
鉄
道
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
足
と
し
て
の
役
割
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と

い
う
2
つ
の
役
割
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
今
後
も
ワ
ク
ワ
ク
、
ド

キ
ド
キ
す
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
に
三
陸
鉄

道
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

令
和
元
年
台
風
19
号

被
害
か
ら
再
び
復
活

ジモト学のススメ　三陸鉄道北三陸鉄道の運行再開シーンに多くのエキストラが参加 折笠駅～陸中山田駅

大槌駅～吉里吉里駅

宮古駅～磯鶏駅

路盤が削り取られ中刷りになった
織笠駅～岩手船越駅の線路
（令和元年10月24日撮影）

土砂が流れ込み線路が破損
大槌駅～吉里吉里駅

（令和元年10月13日撮影）
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北
の
皆
さ
ん
も
、
県
南
に
行
く

人
が
増
え
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
現
代
は
車
社
会
で
、
久
慈
の

人
は
八
戸
、
宮
古
の
人
は
盛
岡

で
買
物
を
す
る
人
が
多
い
は
ず

で
す
。
リ
ア
ス
線
の
開
通
は
、

物
理
的
に
鉄
道
が
つ
な
が
っ
た

と
い
う
よ
り
、
三
陸
地
域
が
一

つ
に
な
っ
た
と
い
う
意
識
の
醸

成
に
つ
な
が
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　

　
リ
ア
ス
線
の
開
通
後
は
、
乗

客
も
増
加
し
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
も
重
な
り
、

三
陸
沿
岸
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
開
通
か
ら
わ
ず
か
半
年
後

に
発
生
し
た
、
台
風
19
号
に
よ

り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
、
運

休
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。

　
行
政
や
民
間
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
い
た
だ
き
、
約
半
年

後
の
令
和
２
年
３
月
に
全
線
開

通
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
よ
り
、
乗
客
は
激
減
。
全
線

開
通
と
い
う
良
い
流
れ
を
、
台

風
と
新
型
コ
ロ
ナ
に
止
め
ら
れ

た
印
象
が
強
い
で
す
。

　　
岩
手
県
の
沿
岸
を
結
ぶ
リ
ア

ス
線
の
運
行
は
、
明
治
か
ら
の

住
民
の
悲
願
。
以
前
も
線
路
自

体
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
本
経
営
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

本
当
の
意
味
で
の
「
三
陸
縦
貫

鉄
道
」
に
な
っ
た
こ
と
は
、
と

て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
三
陸
鉄
道
は
、
地
元
住
民
と

県
外
を
中
心
と
し
た
観
光
客
が

主
な
乗
客
で
し
た
が
、
リ
ア
ス

線
に
な
っ
た
こ
と
で
、
釜
石
や

大
船
渡
な
ど
の
県
南
の
人
が
、

久
慈
駅
ま
で
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
逆
に
県

　
地
方
に
あ
る
鉄
道
の
経
営
は
、

ど
の
会
社
も
厳
し
い
状
況
で
、

廃
線
と
な
っ
た
鉄
道
も
あ
り
ま

す
。
駅
が
無
く
な
っ
た
地
域
を

み
る
と
、
地
域
住
民
の
交
通
が

不
便
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
観

光
客
も
減
少
し
て
い
る
と
関
係

者
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
話
を
聞
く
と
、
鉄
道
を
残

す
意
味
は
あ
る
と
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　
三
陸
鉄
道
は
、
東
日
本
大
震

災
や
台
風
災
害
の
と
き
に
、
行

政
や
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
た
く

さ
ん
の
三
鉄
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん

か
ら
温
か
い
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
三
鉄
が
無
く

な
っ
て
は
、
応
援
し
て
く
れ
た

人
た
ち
に
示
し
が
つ
か
な
い
し
、

期
待
に
応
え
る
使
命
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
対
策

に
万
全
を
期
し
、
ま
ず
は
今
自

分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
、
最

大
限
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
明

日
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　　

今
年
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
、
10
年
の
節
目
。
三
鉄
と
い

う
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
使
い
な

が
ら
、
震
災
を
語
り
継
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
震

災
か
ら
の
復
旧
後
に
始
ま
っ
た
、

震
災
学
習
列
車
も
有
名
に
な
り

ま
し
た
が
、
震
災
の
記
録
を
伝

え
る
だ
け
で
は
、
単
な
る
歴
史

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
防
災

の
取
り
組
み
や
自
身
が
体
験
し

た
記
憶
な
ど
を
伝
え
、
リ
ア
ル

感
を
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
人
の
記
憶
は
風
化
し
て
い
く

も
の
。
こ
の
地
域
は
、
明
治
や

昭
和
に
も
津
波
に
襲
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
事
実
は
知
っ
て

い
て
も
、
自
分
た
ち
が
東
日
本

大
震
災
の
と
き
に
ど
う
対
応
で

き
た
か
と
い
う
と
、
備
え
も
含

め
、
ま
っ
た
く
何
も
で
き
な

か
っ
た
。
津
波
に
限
ら
ず
、
台

風
、
火
事
な
ど
災
害
は
い
つ
ど

こ
で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
に
自
分

や
大
切
な
人
の
命
を
ど
う
す
れ

ば
守
れ
る
か
、
人
事
で
は
な
く

自
分
事
で
考
え
て
も
ら
う
た
め

に
、
毎
回
毎
回
、
そ
の
場
に
合

わ
せ
た
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
ち
ゃ
ん
効
果
も
あ
り
、

久
慈
も
観
光
地
と
し
て
名
前
を

知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
観
光
で
一
番

重
要
な
の
は
や
っ
ぱ
り
人
で
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
れ

ば
、
ど
ん
な
遠
く
か
ら
で
も
、

人
は
来
て
く
れ
ま
す
。
駅
で
一

瞬
し
か
会
わ
な
い
人
で
も
、
そ

リ
ア
ス
線
開
通
で

三
陸
が
一
つ
に

台
風
と
新
型
コ
ロ
ナ
で

厳
し
い
状
況
に

台
風
と
新
型
コ
ロ
ナ
で

厳
し
い
状
況
に

の
と
き
に
自
分
が
ど
う
対
応
す

る
か
で
、
三
鉄
の
イ
メ
ー
ジ
が

変
わ
り
、
ひ
い
て
は
久
慈
・
岩

手
・
東
北
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

り
ま
す
。
そ
こ
で
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
く
れ
る
か
、
二
度
と

来
な
い
人
に
な
る
か
が
決
ま
る

と
思
い
ま
す
。
商
店
や
市
民
の

皆
さ
ん
も
、
で
き
る
範
囲
で
対

応
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
久
慈
は

良
い
と
こ
ろ
だ
な
と
感
じ
て
く

れ
る
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
三
鉄
は
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
機
会
も
多
い
の

で
、
い
い
意
味
で
利
用
し
て
ほ

し
い
で
す
。
三
鉄
を
残
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
が
感
じ
ら
れ
る
状
況

に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
多
少

の
恩
返
し
に
な
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

記
憶
を
伝
え
る

震
災
学
習
列
車

残
し
て
よ
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
鉄
道
に

畑田　健司 さん
三陸鉄道株式会社
久慈駅長兼指令長

皆さんから残して良かったと
　　　　思ってもらえる鉄道に

　三陸鉄道久慈駅の駅長を務める畑田健司
さん。震災学習列車のガイドとして、東日
本大震災の記憶を後世に伝えています。多
くの人から頂いた支援への感謝や三陸鉄道
の使命、まちへの思いを聞きました。

釜石駅～両石駅を走るラッピング車両

快速ポケモントレイン（宮古駅）

新田老駅～摂待駅



男女共同参
さんかく

画のすすめ

　男女共同参画とは、男だから・女だから

と性別で役割分担をするのではなく、個々

人の長所や個性など「その人らしさ」を活

かして、みんなで協力していくことです。

衆議院の女性議員比率は

次のうちどれ？ 答えは…❸９．９㌫

　世界各国の女性議員比率に目を向けてみる

と、フランス39.5㌫、イギリス33.9㌫、ド

イツ31.2㌫、アメリカ23.4㌫、韓国19.0㌫

となっています。男女格差を示す「ジェンダー

ギャップ指数2020」の日本の値は0.652であ

り、153カ国中121位です。特に政治参画の分

野で後れを取っています。

　後れている理由として、立候補や議員活動と

家庭生活との両立が困難なこと、立候補者や政

治家に対するハラスメントがあること、固定的

な性別役割分担意識が社会全体に残っているこ

とが挙げられます。有権者の約52㌫は女性で

あることを考えると、学生の皆さんはこの結果

をどのように感じますか？

■代 表 者　代表取締役社長　新田 久男
■所 在 地　岩手県久慈市小久慈町19-156-133
■主要製品　婦人・紳士物装身具、雑貨、時計など
■操業開始　昭和57年４月
■従業員数　50人

　久慈市はバルト海沿岸、ドミニカと並ぶ世界三大琥珀産地の一つで、その
中でも久慈は最古級の9000万年前の琥珀で非常に貴重とされています。
　久慈琥珀株式会社は、琥珀の採掘から加工、販売まで一貫して自社で行っ
ています。そのほか、琥珀博物館や採掘体験場・リトアニア館の運営、大学
や企業との共同研究開発など多彩な事業を展開しています。琥珀の持つ歴史・
文化を正しく継承して、新たな琥珀の文化を創造するとともに、世の中の人々
の幸せに貢献し、地域社会と共生する企業を目指しています。

●ポイント　�　毎年高卒を２～３人、大卒を１人程度採用しています。地
元から世界に発信するものを、つくっていくことができます。
特別な知識や資格は必要なく、入ってから覚えるものがほと
んど。事務や営業、製造など適性を見ながら配置をしています。

久慈琥珀株式会社
誘 致 企 業 ガ イ ド

左／琥珀を使ったさまざまなアクセサリー　右上／琥珀
博物館新館１階　右中／琥珀を採掘する坑道　右下／就
業体験や学生のインターンシップを受け入れ 1415

　久慈中学校マンドリン部は、２年生16人、１年生14
人の計30人で活動しています。演奏する曲は、最近
流行っているポップスや昔の歌謡曲、マンドリン合
奏曲などさまざま。火曜日から土曜日まで、週５日
部室で練習しています。
　発表の機会は、文化祭、市内の老人施設やアンバー
ホールでの演奏会など。秋に開催される「IBC こど
も音楽コンクール」では、毎年１位に相当する優秀
賞を受賞し、近年は６年連続で東北大会に出場して
います。（令和２年度は東北大会が中止）
〇楽器の説明
　マンドリンは木製の弦楽器で、2本ずつ同音の4
対８本のスチール弦が張られています。マンドリン
合奏では、マンドリンと同じ弦が８本で、より低い
音が出るマンドラとマンドセロ、クラシックギター、
ベースと全部で５種類の楽器を使用します。実際の
曲では、マンドリンを２パートに分け、６パートで
構成されることが多いです。

久慈中学校
マンドリン部

〇久慈でマンドリンが盛んな理由
　昭和中期に久慈中学校に赴任した、北田隆三先生
が久慈にマンドリンを広めたといわれています。北
田先生はもともとギターが趣味。教え子たちが卒業
するときに、北田先生へギターをプレゼントした
かったけれど、高くて買えず、安いマンドリンを渡
したそうです。それをきっかけに、先生はマンドリ
ンを生徒たちに教えるようになり、その後赴任した
久慈高等学校でも、マンドリン部をつくり、その輪
が広まっていったそうです。
〇マンドリンの魅力　
　マンドリンの魅力は、一本一本の弦から生まれる
繊細でやさしい音色。ピックを震わせるように弾く、
トレモロという奏法で演奏するのですが、なんとも
いえない哀愁が漂います。一つ一つの楽器の音は大
きくありませんが、みんなの音が重なったときは、
繊細かつ迫力ある演奏になります。
〇部員は初心者ばかり
　県内の中学校でマンドリン部があるのは、久慈中
学校だけです。珍しい楽器ですが、多くの人に知っ
てもらいたいです。部員は基本初心者ばかりなので、
未経験者でも全く問題ありません。楽器も部で所有
しているので、自分で買わなくてもいいので、お金
もあまりかかりません。音色に興味を持った人は、
ぜひマンドリンを始めてみませんか。

❶ 29.９㌫
❷ 19.９㌫
❸ ９．９㌫

岩手県立盛岡南高等学校　卒業
大東文化大学　経済学部　卒業
東京総合美容専門学校　卒業

香木 勇人 さん
こうのき・はやと ( 中央 39歳 )

Name

市内で「Hair＆Beauty KOUNOKI」を営む香木勇人さ
ん。５年ほど前に東京から U ターンし、美容師とし

て、一人一人に合ったヘアカットをしています。
　大学を卒業後、実家が理美容室だったこともあり美容
専門学校に進学。資格取得後は、都内の美容室に就職し
ました。当時はとても厳しく教えていただき、仕事が休
みでもヘアショーやセミナーなどで、丸一日休みなのは
月一日ほど。とても大変でしたが、美容師になったとい
う実感がありました。その美容室では５年ほど勤務。そ
の後、個人店や中規模の店舗で勤務しました。

東京で仕事を始めて10年ほどたったとき、実家が店を
閉めるかもしれないという話を聞きました。母が仕

事を辞める前に、戻ってきたいと思い、U ターンを決意し、
現在の店舗をオープン。自分一人で対応するのでつらい
こともありますが、満足度は以前より大きいです。カッ
トやカラーなど技術も大事ですが、お客さんが美容室に
いる１～２時間の間にリラックスして、気持ちよくなっ
てもらいたいと思って対応しています。
　美容師の仕事に限りませんが、最初の数年はきついことが
多いと思います。そこでやめてしまうと、仕事の楽しさは分
からない。この仕事が好きならぜひ挑戦してもらいたいです
し、そのために努力を惜しまなければ、すごくいい世界が待っ
てるので頑張ってほしいです。

努力すればよい世界が待っている

Profile

出典：列国議会同名（2020年10月時点）
　　　下院または一院制議会における女性議員割合

＊�市では、地域経済の活性化や雇用の場の確保のために、さまざまな業種の会社が市

内に立地してくれるように働きかけています。「誘致企業」は、この働きかけに応

じて、市内に事業所などを立地した企業のことです。



久
慈
市
中
高
生
向
け
広
報
紙

vol.8　
2021.3

久慈市の情報はこちらから

line://ti/p/
%40qji6720n

市公式 LINE

　Instagramで久慈の良さを
撮影した写真や動画に、ハッ
シュタグ「＃久慈百景」をつ
けて投稿するだけ！

https://ja-jp.facebook.
com/portal.kuji/

facebook

https://twit ter.
com/city_kuji

twitter
あなたの写真や動画で
久慈をPRしませんか？

久慈東高等学校
写真部　作品展

小田 千夏さん

西岡 かおりさん

小坂 華栄さん

碁石 瑛都さん

中村 麻美さん

上森 菜々栞さん

米田 怜那さん

澤里 壮太さん
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https://www.city.kuji.iwate.jp

上山 侑海さん

林下 春輝さん

落安 亜美さん

林 有紗さん


